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べられていない熱対流乱流の間欠性研究の先鞭となるものである｡ 更に,3次元ナビエ=ス トー クス乱流
シェルモデルを熱対流乱流シェルモデルの結果と比較することにより,時間的間欠性がマルチフラクタル
モデルではうまく説明できないことを示した｡この結果,ナビエ=ス トー クス乱流の間欠性モデルを熱対
流乱流に適応することで,その妥当性の検証になり得ることを示した｡
申請論文は,熱対流乱流の理解に留まらず,乱流における巨視的秩序と微視的乱れが共存する系を理解
するための重要な手がかりを与えるものである｡また,｢乱流とは?｣という物理学の積年の問題の解決
に大きな貢献をするものと期待できる｡ よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認め
る｡
なお,主論文及び参考論文に報告されている研究業績を中心とし,これらに関した研究分野について試
問した結果,合格と認めた｡
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